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第４章 施策の展開 
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基本目標① 子どもと親とが共に育つまちをつくります 

方向性⑴ 親同士のつながりと子育て力の育成 

 

子どもが自分自身や他者に信頼感をもち、また、社会の中で生きていくために必要な生

活習慣や判断力を身に付けていく上で、基本となるのは親の愛情や家庭での教育です。 

核家族化や地域のつながりの希薄化、兄弟姉妹の数の減少等により、自分の子どもがで

きるまで赤ちゃんと触れ合う経験が乏しいまま親になり、子育てに自信が持てず、不安や

負担を抱えて、孤立してしまう状況も生じています。調査結果からも、子育てに自信が持

てないと感じる方が増加していることが分かります。 

親同士の交流を促進し、互いに支えあうしくみをつくることにより、親が親になる喜び

を実感するとともに、親や家庭が本来持つ基本的な力を発揮できるようにしていく必要が

あります。 

＜子育てに自信が持てないと感じる保護者の割合＞ 

【乳幼児の保護者】            【小学生の保護者】 

     
資料：「墨田区子ども・子育て支援ニーズ調査 調査結果報告書」（平成 31 年 3 月） 

 

 

 先輩ママ・パパの体験をこれから親になる人に伝える取組や、子どもの年齢やテーマ

（食事・遊び・運動等）による講座やイベントの開催をきっかけとして、保護者同士の

自主的なグループの育成・活動支援等を通じて、保護者同士のつながりや支えあいを促

進します。 

 子どもとともに親も成長していくことができるよう、親としての心構えや子育てにつ

いて学ぶことのできる機会の充実を図ります。妊娠中から子どもの成長過程に応じて、

継続的に学ぶことのできるプログラムの展開をめざし、関係機関の連携・協働による講

座や交流事業等を開催していきます。 

 子育てひろば（地域子育て支援拠点）は乳幼児期の子育て家庭を支える地域の拠点であ

り、両国・文花子育てひろばを中核に、児童館を身近な地域における地域子育て支援拠

点とした現状の受け入れ体制によってニーズを満たしていきます。 

 子育てひろばが親子にとって安心して過ごせる居場所となるよう、利用者の主体的な

参加を支援し、いっしょに居場所づくりを進める環境をつくります。 

いつも

感じる

8.5%

ときどき

感じる

50.2%

あまり感

じない

30.7%

まったく

感じない

9.9%

無回答

0.6%

n=1,171

いつも

感じる

11.7%

ときどき

感じる

52.7%

あまり感

じない

27.0%

まったく

感じない

8.1%

無回答

0.5%

n=795

現状と課題 

今後の方向性 
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Ⅰ 親子の集いの場の提供 ◎ 

親子の集いの場として、地域子育て支援拠点事業（子育てひろば事業）を実施し、親子

の交流の促進と育児不安の解消に取組みます。 

 

１ 両国・文花子育てひろばの運営             （子育て支援総合センター） 

事
業
概
要 

目的 子育て家庭のつながりを促進し、孤立の防止、育児不安の解消を図る。 

具体的内容 

在宅子育て支援の中核となる両国・文花子育てひろばにおいて、妊娠

期、子育て中の親子同士の交流や情報交換の場を提供するほか、子育て

に関する各種講座の開催、育児に関する相談対応を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

２ 児童館における地域子育て支援拠点事業              （子育て政策課） 

事
業
概
要 

目的 
乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場を設け、地域の子育て支

援機能の充実を図る。 

具体的内容 

区内の各児童館において地域子育て支援拠点事業を実施し、週３日、３

時間以上、乳幼児及びその保護者の交流の場を設けます。また、月１回

以上子育て及び子育て支援に関する講習会を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

３ 民間事業者による地域子育て支援拠点事業             （子育て支援課） 

事
業
概
要 

目的 
民間事業者と連携し、子育て家庭のつながりを促進する場を創出し、孤

立の防止、育児不安の解消を図る。 

具体的内容 

区の公募に応じて、民間事業者が整備・運営する地域子育て支援拠点事

業に対し運営費を補助することで、親子の交流、情報交換の場を確保

し、区内の育児相談環境を充実させます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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Ⅱ 公共施設を活用した親子の交流 

地域子育て支援拠点事業以外の場所でも、公共施設を活用してさまざまな親子交流の

取組を実施します。 

 

４ 認定こども園における地域子育て支援               （子ども施設課） 

事
業
概
要 

目的 保護者が地域の中で安心して育児できる環境を整える。 

具体的内容 
区立認定こども園の地域支援室において、年齢に応じた玩具遊び、在園

児との交流、給食体験、育児相談などを行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

５ 幼稚園の園庭開放                           （指導室） 

事
業
概
要 

目的 
幼稚園について知ってもらうとともに、親同士、子ども同士のつながり

を広げる。 

具体的内容 

区立幼稚園の園庭を開放し、親子のコミュニティ広場として提供する

ほか、在園児との交流や子育て出前相談員による子育て相談を実施し

ます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

６ 社会福祉会館における乳幼児事業           （人権同和・男女共同参画課） 

事
業
概
要 

目的 乳幼児と保護者を対象とした事業を行い、児童福祉の向上を図る。 

具体的内容 

幼稚園・保育園に入っていない３歳以下の子どもとその保護者を対象

に、毎年募集を行い、年間を通じて乳幼児事業（体操、行事、読み聞か

せ）を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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Ⅲ 育児を学ぶ機会の提供 

育児に関する講座を実施したり、自主的に育児をまなび合う場を支援したりすること

で、子育ての知識を得る機会を充実させます。 

 

７ 出産準備クラス・パパのための出産準備クラス（向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
妊娠中を快適に過ごし、健やかな赤ちゃんとの出会いを迎えられるよ

う、妊娠・出産・育児に関する知識の習得を図る。 

具体的内容 

・出産準備クラス 

これから出産を迎える妊婦の方を対象に、お産の進み方や妊娠中の

過ごし方、妊娠中の食生活に関する講座などを実施します。 

・パパのための出産準備クラス 

これから出産を迎える妊婦とそのパートナーを対象に、妊婦疑似体

験や赤ちゃんのお世話の実習、参加者同士の情報交換などを行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

８ 育児学級・育児講演会           （向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
子育てに関する相談や知識の普及のため、講座や講演会を実施し、育児

不安の解消と子育ての仲間づくりをめざす。 

具体的内容 

２か月児学級、５～６か月児学級、育児講演会を開催し、月齢に合わせ

た育児についての話をするほか、その機会を通じて情報交換も行い、参

加者同士の交流を図ります。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

９ 家庭と地域の教育力充実事業                  （地域教育支援課） 

事
業
概
要 

目的 
心身ともに健康な子どもの育成を促すため、保護者等が家庭での子育

てについて学習する機会を設け、家庭教育の振興を図る。 

具体的内容 

・自主的に家庭教育の学習活動を行う団体の経費の一部を補助します。 

・子育てに関するコラム記事等を掲載した季刊誌を発行します。 

・親又は親子向けに講座や講演会等を実施します。 

・子育てに関わる地域の団体を対象に講習会を実施し、地域における教

育力・相談力の向上を図ります。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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方向性⑵ 子育て家庭への支援サービスの充実 

 

保育施設の整備が進み、数多くの方が認可保育所や幼稚園などの教育・保育事業を利用

していますが、そうした事業を利用していない方ほど子育てに対して不安や孤独を感じる

割合が高くなっています。 

子どもの発育・発達には、身近な大人の応答的かつ積極的な関わりが重要です。親がそ

の心の余裕を持てるように、区は、すべての子育て家庭が利用できる、育児不安を相談で

きる子育て安心ステーション事業や一時預かり事業など、さまざまなサービスの充実を図

ってきました。 

また、調査結果によると、子育ての不安感や孤立感を和らげるために必要なこととして、

「時には自分のための時間を持てるように、子どもを預けられる場」のニーズが高まって

おり、在宅で子育てをしている保護者への子育て支援も充実させていく必要があります。 

 

＜不安感や孤立感を和らげるために必要なこと（複数回答）＞ 

【乳幼児の保護者】               【小学生の保護者】 

   

資料：「墨田区子ども・子育て支援ニーズ調査 調査結果報告書」（平成 31 年 3 月） 

 

 

 子育てを応援するサービスのメニュー・量を拡充し、利用しやすくすることにより、親

の育児不安や負担を軽減・解消し、すべての子育て家庭が地域で安心して子育てをする

ことができるようにしていきます。 

 人材育成、場の確保により、一人ひとりの状況に応じた育児相談対応を実施し、子育て

家庭の不安の解消に取組んでいきます。 

 子育ての負担感を軽減し、子育てに喜びや生きがいを感じることができるように、親の

レスパイトケア（一時的な休息）の観点からも子育て支援環境を充実させていきます。 

 子育て支援や保健所、教育部門が連携する拠点となる新保健施設等複合施設の整備を

計画しており、妊娠期から出産、子育て期に至る様々な支援を実現していきます。 

  

n=1,171

家事・育児のサポート　

相談できる専門家・経験者　　

親同士の仲間づくりや交流の場

子どもと地域の人とのつながりができる場

時には自分のための時間を持てるように、

子どもを預けられる場

41.7%

40.1%

42.4%

25.5%

51.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% n=795

家事・育児のサポート　　　　

相談できる専門家・経験者　　

親同士の仲間づくりや交流の場

子どもと地域の人とのつながりができる場

時には自分のための時間を持てるように、

子どもを預けられる場

34.8%

40.5%

44.3%

35.0%

48.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

現状と課題 

今後の方向性 
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Ⅰ 気軽に相談できる子育て相談窓口 

育児に不安や悩みを抱える保護者が気軽に相談できる子育て相談窓口の充実に取組み

ます。 

 

１０ 利用者支援事業     （子育て支援総合センター、子育て政策課、 

地域活動推進課、向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 

子ども及びその保護者等、又は妊娠している方が、その選択に基づき、

教育・保育・保健その他の子育て支援を円滑に利用できるように支援を

行う。 

具体的内容 

子育て支援総合センター、子育てひろば、児童館、コミュニティ会館、

保健センター、区役所等の子育て親子が集まりやすい身近な場所で、地

域の子育て支援事業等の情報提供、必要に応じた相談・助言や関係機関

との連絡調整を行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

１１ 子育て安心ステーション事業                  （子ども施設課） 

事
業
概
要 

目的 
地域の中で子育てに関する相談ができる環境を整え、育児不安の解消

を図る。 

具体的内容 

在宅子育て家庭の支援として、就学前の乳幼児とその保護者を対象に、

地域の認可保育所を２園まで登録することができ、育児相談を実施す

るほか、園行事への参加や給食体験など、園ごとに異なるサポートを受

けられます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

１２ 乳幼児子育て相談                       （子ども施設課） 

事
業
概
要 

目的 
さまざまな機会を通じて悩みや不安を相談する機会をつくり、子育て

家庭の不安解消と孤立の防止に取組む。 

具体的内容 

在宅で子育てしている家庭を対象に、区立保育園で電話や面接を通じ

て、育児相談を実施します。また、施設見学を兼ねた子育て世代の方々

の交流の場も提供します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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１３ いっしょに保育                   （子育て支援総合センター） 

事
業
概
要 

目的 
子育て家庭の負担が少なく子育て相談ができる環境を整え、育児不安

の解消を図る。 

具体的内容 

在宅で子育てしている保護者の自宅に保育士が直接訪問し、保護者と

一緒に保育をしながら、育児に関するアドバイスや危険箇所のチェッ

クを行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

１４ 育児相談                （向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
赤ちゃんや子どもの健康と育児に関する相談に対応し、育児不安の解

消を図る。 

具体的内容 
定期的に保健センターで保健師・栄養士・歯科衛生士による育児相談を

実施し、子育てに関する相談対応、知識の普及に取組みます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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Ⅱ 親がリフレッシュできる環境づくり 

育児中の保護者がリフレッシュできる環境を整えることで、親が子育てを楽しみ、喜

びを感じ、積極的に子どもに関わっていけるようにしていきます。 

 

１５ 一時預かり事業            （子ども施設課、子育て支援総合センター） 

事
業
概
要 

目的 
保護者の休養や育児疲れの解消・リフレッシュ、短時間勤務等の理由に

より、一時的に家庭で保育できない乳幼児を保育する。 

具体的内容 

区内の保育園や一時預かり専用保育室を備える施設等において、定員

の範囲において理由を問わずお子さんを一時的に預かるという「一時

預かり事業」を実施する事業者に対し、補助金を交付することで運営を

支援し、育児負担の軽減に取組みます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

１６ 子育てママ対象講座                （人権同和・男女共同参画課） 

事
業
概
要 

目的 乳幼児子育て中の母親が持つ不安やストレスの解消を図る。 

具体的内容 
幼稚園等に入園前のお子さんの母親を対象に、自分のための時間を提

供し、さまざまな講座を実施する。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

１７ 児童養育家庭ホームヘルプサービス          （子育て支援総合センター） 

事
業
概
要 

目的 
一時的な疾病や出産等により、日常生活に支障をきたしている家庭に

対し、必要な援助を行うことで福祉の増進を図る。 

具体的内容 
義務教育終了前の児童を養育している家庭若しくは妊婦がいる家庭に

対し、一定期間ホームヘルパーを派遣して家事支援を行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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方向性⑶ 子どもの豊かな育ちを育む場・機会の充実 

 

保護者が就労している家庭の子ども等の放課後の生活の場となり、子どもの育ちを支援

する学童クラブは在籍数が年々増加しており、全児童数に占める登録率は平成 31 年 4 月

1 日現在で 22.5％となっています。区では、平成 26 年度に国が策定した「放課後子ども

総合プラン」を推進し、計画的に学童クラブの整備、放課後子ども教室の実施を進めてき

ました。整備によって学童クラブ待機児童数はやや減少しましたが、今後就学児童の増加

に伴う需要量の増が見込まれます。さらに、夏休みなどの長期休み期間中の児童や、高学

年児童の居場所も課題になっています。 

また、国は、女性就業率の上昇に伴い、更なる共働き家庭等の児童数の増加を見込み、

「小１の壁」・「学童クラブ待機児童」の解消をめざして、平成 30 年度に「新・放課後子

ども総合プラン」を策定しました。児童福祉と教育の分野における連携をさらに強化し、

地域全体で子どもたちが豊かに育つことのできる環境を整えていく必要があります。 

すみだで生まれ育つ子どもたちが、次代を担う人材として成長するためには、健全な青

少年育成も大切です。そのためには、中学生や高校生に対する育ちの場と機会を創出し、

自立した大人へ成長できる支援も必要となります。 

＜小学生の放課後の過ごし方＞       ＜中学生の放課後の過ごし方＞ 

   

資料：「墨田区子ども・子育て支援ニーズ調査 調査結果報告書」（平成 31 年 3 月） 

 

 地域の中で、乳幼児から中高生にいたるまでの子育て支援の拠点となる児童館の質を

向上させるため、指定管理者である事業者と行政の協働を引き続き推進していきます。

子どもたちに遊びの場、安全で安心な放課後の居場所を提供し、子どもたちが自主性や

社会性、人間性を育めるよう児童館の内容の充実を図ります。 

 「新・放課後子ども総合プラン」を推進し、放課後子ども教室と学童クラブのさらなる

連携強化に取組みます。地域ごとのニーズに応じて、学校施設の活用や民間事業者との

連携等により多様な受け皿の確保に努めていきます。 

 小中学生へのリーダー講習会や研修会により、さまざまな出会いの中で、人と関わる

ことで得られる喜びを体験できる機会などを拡充し、次代を担う健全な青少年育成に

取組みます。また、地域の関係機関が連携・協働して、多様な自然体験等ができる

場・機会づくりを進めます。 

学校にいる（部活動やクラブ活動を含む） 8.3%

学童クラブに行く 27.2%

塾や習い事に行く 57.4%

児童館に行って遊ぶ 12.3%

図書館、コミュニティ会館など地域の施設に行く 6.4%

友達と遊ぶ 44.9%

ゲームセンター・ファストフード店等に行く 0.0%

地域のクラブ活動（スポーツ活動等）に参加する 3.6%

子ども会活動・ボランティア活動等に参加する 0.3%

家族と過ごす 36.2%

ひとりで過ごす 14.2%

その他 4.0%

無回答 1.9%

学校にいる（部活動やクラブ活動を含む） 71.9%

塾や習い事に行く 50.9%

友達と遊ぶ・でかける 37.4%

児童館に行く 0.4%

図書館、コミュニティ会館など地域の施設に行く 1.4%

地域のクラブ活動（スポーツ活動等）に参加する 2.1%

ボランティア活動などをする 0.7%

家族といる・出かける 19.9%

一人で家にいる・出かける 37.4%

アルバイト・仕事をする 0.0%

その他 2.1%

無回答 4.3%

現状と課題 

今後の方向性 
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Ⅰ 児童の健全育成と放課後の子どもの居場所 ◎ 

児童館、学童クラブ、放課後子ども教室の連携により、それぞれの子どもたちの状況に

応じた必要な居場所の確保に取組み、子どもが安心して過ごせる環境を整えます。 

 

１８ 児童館事業                          （子育て政策課） 

事
業
概
要 

目的 
１８歳未満のすべての児童に健全な遊びを与え、その健康を増進し、又

は情操を豊かにすることを目的とする児童館を運営する。 

具体的内容 

専門職員による個別的・集団的指導を通して児童の健全育成を図り、異

年齢の子ども同士、親子での交流を深める場の提供と子育て支援を行

います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

１９ 学童クラブ事業                （子育て政策課、地域活動推進課） 

事
業
概
要 

目的 
保護者が労働等により昼間家庭にいない児童に対して適切な遊び及び

生活の場を提供し、その健全な育成を図る。 

具体的内容 

児童福祉法に規定する放課後児童健全育成事業として、墨田区学童ク

ラブ事業を実施し、保護者が就労、疾病等により放課後や学校休業日に

家庭で子どもを育成できない場合に、小学３年生（必要に応じて６年

生）までを対象に学童クラブで保護、育成します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

２０ 放課後子ども教室推進事業                  （地域教育支援課） 

事
業
概
要 

目的 
地域全体で子どもを見守る体制をつくることをめざし、子どもたちが

地域社会の中で、心豊かで健やかに育まれる環境づくりを推進する。 

具体的内容 

「新・放課後子ども総合プラン」に基づき、区立小学校の余剰教室等を

利用して子どもたちの安全・安心な居場所を確保し、地域の方々の参画

を得て、子どもたちに勉強やスポーツ・文化芸術活動、地域住民との交

流活動等の機会を提供します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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２１ 学童クラブ待機児童等の放課後の居場所の確保          （子育て政策課） 

事
業
概
要 

目的 学童クラブ待機児童等を対象とした放課後の居場所を確保する。 

具体的内容 

学童クラブ待機児童等を対象とした「ランドセル預かり」による児童館

の利用や、放課後子ども教室等との連携により、長期休暇中を含めた多

様な放課後の居場所の確保を図っていきます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

２２ 児童館の改修                         （子育て政策課） 

事
業
概
要 

目的 児童館を改修し、子どもたちの居場所の環境改善を図る。 

具体的内容 
老朽化が進んでいる施設から計画的に大規模修繕等の改修を実施しま

す。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

Ⅱ 豊かな学びの場・機会の提供 

多様な自然体験等ができる場づくり、自主性・協調性等を育む機会の提供に取組み、子

どもの豊かな育ちを支援します。 

 

２３ わんぱく天国                        （地域教育支援課） 

事
業
概
要 

目的 
子どもたちが自然に触れながら、子ども同士のつながりを深め、社会の

あり方を学ぶことのできる場を提供する。 

具体的内容 

地元ボランティアが常駐し、自由にのびのびと創造的・冒険的な遊びが

できる「わんぱく天国」を運営します。また、地域のボランティア団体

の協力を得て、季節に応じたイベントを実施するなど、都会では味わえ

ない自然体験等を提供します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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２４ サブ・リーダー講習会                    （地域教育支援課） 

事
業
概
要 

目的 

子ども会や小学校の各種活動で中心的な役割を担えるよう、自主性・協

調性、責任感等を養うとともに、グループ活動におけるイン・リーダー

を養成する。 

具体的内容 レクリエーション活動を主とした日帰り、宿泊の講習会を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

２５ 夏休み自然体験教室                     （地域教育支援課） 

事
業
概
要 

目的 
都市と農村に住む子どもたちの相互の交流や、自然や人とのふれあい

を通して得たことを人間形成に生かす。 

具体的内容 

夏休みに山形県高畠町を訪問し、高畠町の子どもたちとの共同宿泊体

験・ホームステイなどを通じて大自然とふれあい、子ども同士の交流を

深めます。また、冬には高畠町の子どもたちが墨田区を訪問します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

２６ 子ども読書活動推進計画事業                 （ひきふね図書館） 

事
業
概
要 

目的 
家庭・地域・学校など関係機関と連携、協力して子どもの読書活動を推

進し、生涯にわたり学ぶことができる力を育む。 

具体的内容 
「墨田区子ども読書活動推進計画（第４次）」に基づき、家庭、地域、

学校等で子どもが読書に親しむ機会と環境を整備します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

２７ 環境体験学習                          （環境保全課） 

事
業
概
要 

目的 親子で参加できる環境学習の場を提供し、環境に対する意識を高める。 

具体的内容 

子どもたちが自然にふれあう機会を提供するため、栃木県鹿沼市にあ

る山林での植林・林業・間伐体験や、大横川親水公園等での自然観察会、

区立小学校におけるヤゴ救出・ビオトープの造成支援などの環境学習

を行うほか、小中学生向け環境学習講座や展示会を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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方向性⑷ 子どもと親の心とからだの健康づくりの促進 

 

母子保健はすべての子どもが健やかに成長していくうえでの健康づくりの出発点であ

り、次世代を担う子どもたちを健やかに育てる基盤となります。妊娠・出産・子育てを通

じて、さまざまな不安や悩みが生じるため、正しい情報を伝え、気軽に相談できる環境を

整えるなど、育児不安の軽減・解消や虐待の未然防止・早期発見に重点を置いた取組が求

められます。 

また、朝食を摂らない等の食習慣の乱れや思春期からのダイエットにみられるような、

心とからだの健康問題が依然として生じています。子どもが自分の体について正しく理解

し、適切な生活習慣を身に付けられるよう取組んでいく必要があります。 

 

＜3～4 か月児健診受診状況＞           ＜3 歳児健診受診状況＞ 

   
資料：「墨田区の福祉・保健」 

＜朝食の摂取状況＞ 

 
資料：「東京都児童・生徒体力・運動能力、生活・運動習慣等調査 報告書」 

 

 乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）に継続して取組み、子育て家庭の状

況を丁寧に把握して、疾病や障害等の早期発見・早期対応につなげるとともに、乳幼児

期に親子が良好な関係を築くことができるように支援します。 

 健康診査などの機会を通じて、日ごろから気軽に相談できる、かかりつけ医・かかりつ

け歯科医・かかりつけ薬局の普及啓発を行います。 

 健康なからだと豊かなこころを育むうえで、乳幼児期は食習慣の基礎や規則正しい生

活リズムをつくる大切な時期であり、家庭がその役割を十分に果たし、子どもが望まし

い食習慣を身に付けられるよう、関係機関が連携・協力して食育に取組んでいきます。 

 望まない妊娠や性感染症の防止のための性教育を推進します。また、家庭、学校、地

域が一体となって、喫煙、飲酒、薬物乱用等に対する正しい知識の普及啓発に取組

み、子どもが誘惑に負けることなく、適切に行動できる力を育みます。 

92.0%

93.0%

94.0%

95.0%

96.0%

97.0%

98.0%

99.0%

1,900

2,100

2,300

2,500

受診者数

受診率

90.0%

92.0%

94.0%

96.0%

98.0%

100.0%

1,600

1,800

2,000

2,200

受診者数

受診率

毎日

食べる

ときどき

食べない

毎日

食べない

毎日

食べる

ときどき

食べない

毎日

食べない

毎日

食べる

ときどき

食べない

毎日

食べない

小学校低学年 93.9% 5.8% 0.3% 93.9% 5.7% 0.4% 93.9% 5.7% 0.4%
小学校高学年 89.3% 9.8% 0.9% 89.6% 9.3% 1.1% 89.3% 9.5% 1.2%

中学生 82.0% 14.6% 3.5% 82.5% 14.2% 3.4% 81.2% 14.8% 4.0%

平成28年度 平成29年度 平成30年度

現状と課題 

今後の方向性 
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Ⅰ 親子と支援機関の関係づくり 

妊娠、出産といったタイミングで面接や適切な支援を行うことにより、親子と支援機

関の信頼関係を構築します。 

 

２８ 出産・子育て応援事業（ゆりかご・すみだ事業） 

（保健計画課、向島保健センター、本所保健センター、子育て支援総合センター） 

事
業
概
要 

目的 
専門職による面接を実施し、必要な支援を行うことで、妊娠期から子育

て期にわたる切れ目ない支援を実現する。 

具体的内容 

保健師などの専門職が妊婦に面接を行い、継続した支援が必要な場合

には支援プランを作成して、関係機関と連携しながら必要な支援を実

施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

２９ 乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業） 

（向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
妊産婦及び新生児の健康維持、増進を図るために訪問指導を行い、子ど

もの健やかな出生と育成を支援する。 

具体的内容 

新生児及び生後１２０日以内の乳児に対して、自宅を訪問して発育、栄

養、生活環境等の育児指導を行い、育児不安の解消や虐待の未然防止、

早期発見に努めます。 

さらに、訪問時に産後うつスクリーニングアンケートを実施し、高い点

数の方には必要な相談・支援につなげています。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

３０ 親子健康手帳（母子健康手帳）の交付 

（保健計画課、向島保健センター、本所保健センター、子育て支援総合センター） 

事
業
概
要 

目的 
安心して妊娠期を過ごし、健やかな赤ちゃんとの出会いを迎えられる

よう支援する。 

具体的内容 
妊娠の届出により親子健康手帳（母子健康手帳）の交付を行い、必要に

応じて保健指導を行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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Ⅱ 子どもと親の健康維持の支援 

各種健康診査、予防接種を実施することで、子どもと親の健康の保持増進と、疾病の早

期発見、適切な治療につなげます。 

 

３１ 母子健康診査              （向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
各種健康診査を通して母性の健康を保持増進させ、子どもの出生と育

成を推進する。 

具体的内容 

妊婦及び乳幼児に対して適切な時期に健康診査と指導を行い、健康の

保持、増進を図ります。また、育児不安の解消や虐待の未然防止・早期

発見に努めます。 

あわせて、健診の機会を通じて子どもの事故防止に関する知識の普及・

啓発にも取組みます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

 

３２ 母子歯科健康診査               （保健計画課、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
妊産婦と乳幼児の歯科健康診査を実施し、口腔内疾患の予防と早期発

見、適切な時期での治療を推進し、口腔の健康づくりを支援する。 

具体的内容 

【妊産婦歯科健康診査】 

妊娠中に１回、産後１年未満までの間に１回の計２回、自己負担なく区

内の実施歯科医療機関において、歯科健康診査と歯科保健指導を受け

られるようにします。 

【乳幼児の歯科健康診査】 

保健センターにおいて、１歳６か月児と３歳児を対象とした歯科健康

診査を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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３３ 歯科衛生相談運営                     （本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
幼児の歯科保健に係る保護者の不安や悩みに対応し、虫歯の予防及び

進行の抑制に取組み、生涯にわたる歯と口腔の健康基盤をつくる。 

具体的内容 

【歯科定期健診】 

歯科医師会に歯科医師の派遣を依頼し、３～４か月ごとの口腔内健診

を実施します。 

【歯科保健指導】 

むし歯予防を主体とした保健指導を行います。また、幼児の発育発達段

階にあわせ、健全な永久歯列の育成に取組みます。 

【予防処置】 

歯みがき指導を徹底し、フッ素塗布を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

３４ アレルギー健診事業           （向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 
診察とあわせて保健指導・栄養相談を行い、小児ぜんそくの発症防止、

健康の回復及び疾病の予防を図る。 

具体的内容 

乳児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診、育児相談の結果、必要と認

められた乳幼児の保護者を対象に、アレルギー性疾患についての知識

を普及し、予防に努めます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

３５ 子どもの予防接種                        （保健予防課） 

事
業
概
要 

目的 
子どもを対象に予防接種を実施し、感染のおそれがある疾病の発生及

びまん延を予防する。 

具体的内容 

ジフテリア、百日せき、破傷風、急性灰白髄炎、麻しん、風しん、日本

脳炎、結核、Ｈｉｂ感染症、肺炎球菌感染症、ヒトパピローマウイルス

感染症、水痘、Ｂ型肝炎の発生及びまん延防止のため、これら疾病に対

して免疫効果を獲得させるワクチンを対象者に接種します。 

また、任意予防接種として、定期予防接種対象期間外の麻しん及び風し

ん予防接種の費用助成制度を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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Ⅲ 医療を安心して受けられる環境の整備 

子育て家庭が医療を受けやすい環境を充実させることで、もしものときにも不安なく、

安心して子育てできるようにします。 

 

３６ 小児医療体制の充実・確保                    （保健計画課） 

事
業
概
要 

目的 
休日や平日の夜間における急病患者に対する初期救急医療体制を確保

することで、区民の健康を守り、安心して子育てできる環境を整える。 

具体的内容 

【休日応急診療事業】 

祝祭日、日曜日及び年末年始に、休日応急診療所を開設し、内科・小児

科の応急診療に対応します。 

【小児初期救急平日夜間診療】 

平日の夜間、同愛記念病院内のすみだ平日夜間救急こどもクリニック

において、小児専門の初期救急診療を行います。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

３７ 子ども医療費助成                       （子育て支援課） 

事
業
概
要 

目的 
子育てに係る経済負担を軽減し、費用の心配なく医療を受けられるよ

うにする。 

具体的内容 
健康保険に加入している中学３年生までの児童が医療機関等を受診し

た時に、保険診療の自己負担分を助成しています。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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Ⅳ 健康促進と正しい知識の習得 

子どもと親に健康に関する正しい知識を普及して、自ら健康を管理し、維持増進に取

組んでいけるよう支援します。 

 

３８ 食育の推進            （保健計画課、子ども施設課、学務課、指導室 

向島保健センター、本所保健センター） 

事
業
概
要 

目的 

次世代の命を育む妊婦に必要な栄養の知識を普及するとともに、子ど

もが望ましい食習慣を身につけ、食の大切さを理解し、食を通じて自ら

の健康を管理できるよう、乳幼児期から食育に取組む。 

具体的内容 

【妊婦向け】 

出産準備クラスの際に、妊娠中の食事について講義を行い、望ましい食

習慣を身につけるための指導を実施します。 

【乳幼児期】 

健診時や講習会の場を通じて、集団及び個別の栄養指導を行い、食に関

する知識の普及啓発を図ります。また、各幼稚園、保育園等においても

食育検討会の実施や栄養バランスのとれた給食の提供を通じて、食育

に取組みます。 

【小中学生】 

年３回の食育検討会の実施や、各学校での取組をまとめた食育実践報

告書を作成します。また、食育の取組を支援するため、給食を活用した

食育事業を実施する区立小中学校に対し、食育推進交付金を交付しま

す。 

【地域】 

墨田区食育推進計画に基づき、区民・民間団体等の主体的な活動と地域

の特性を活かした総合的な食育を推進し、食育フェス、食育シンポジウ

ムの実施等を通じて食育の普及啓発に取組みます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

３９ 健康と体力向上の推進                        （指導室） 

事
業
概
要 

目的 
児童・生徒の体力の状況を把握し、日常から体を動かす楽しさを教育活

動に取り入れていくことで、体力向上に向けた取組を推進する。 

具体的内容 

全ての区立小中学校において体力テストを実施し、一人ひとりの子ど

もの体力データを分析します。また、調査結果をもとに体力向上プラン

を作成し、授業の改善を図り、体力向上に向けた取組の工夫、充実を図

ります。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 
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４０ ぜんそく児のための環境保健事業（機能訓練事業）         （保健計画課） 

事
業
概
要 

目的 
体力づくりの促進、発作時に症状の軽減に効果がある腹式呼吸などの

体得に取組み、子どもの健康回復、保持及び増進をめざす。 

具体的内容 
ぜん息等にり患している、児童・生徒を対象に、デイキャンプ・水泳教

室・音楽療法教室・食物アレルギー講演会を実施します。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

４１ 喫煙、飲酒、薬物乱用等への対策             （保健計画課、指導室） 

事
業
概
要 

目的 
多様な機会を通じた啓発活動を推進し、喫煙、飲酒、薬物乱用等の健康

阻害行動に対する正しい理解を深める。 

具体的内容 

東京都薬物乱用防止推進墨田地区協議会と連携し、小学校、中学校、高

校において薬物乱用が心身や人生に及ぼす悪影響や、断り方等につい

ての講義を実施します。さらに、薬物乱用防止に関する標語やポスター

を募集し、展示会、表彰を通じて意識啓発を図ります。 

また、全ての区立小学校高学年に対し、喫煙防止の啓発パンフレットの

配布を行うほか、がん教育モデル授業の中でも、たばこの影響について

学習する機会を設けます。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 

４２ エイズ及び性感染症等に関する性教育               （保健予防課） 

事
業
概
要 

目的 
エイズ・性感染症のまん延防止のため、患者・感染症に対する理解と、

予防に関する正しい知識の普及啓発を図る。 

具体的内容 

教職員を対象とした講演会を実施し、学齢期の子どもにエイズ及び性

感染症に対する正しい理解を広め、感染を予防するための教育を推進

します。また、エイズ教育の基盤となる、人間尊重や男女平等の精神に

基づく性教育の一層の充実を図ります。 

対象ライフ 

ステージ 

妊娠期 ３歳未満 ３歳以上 小学生 中高生 

     

 

 


